


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



はじめに 

 

近年、新生児聴覚スクリーニング等の聴覚障害の早期発見システムの進展により、

早期から聴覚障害の有無だけでなく、障害の程度も判定できるようになった。また、

重度聴覚障害に対する人工内耳装用事例が増加しており、聴覚特別支援学校において

は、1 歳未満の人工内耳装用例も報告されている。 

聴覚障害の早期発見により、できるだけ早くから補聴器を装用し、療育・教育環境

を整える等の手だてを講じることにより、聴覚障害に起因する言語発達の遅れやコミ

ュニケーション上の困難性を軽減することが期待される。 

軽度・中等度難聴にあっては、きこえが十分ではないが、音や音声に反応し、音声

コミュニケーションが可能であることが多い。しかし、確実な聴覚情報が入らない状

況を放置することにより、言語発達やコミュニケーションに支障が生じることが危惧

される。 

このような状況を背景として、聴覚障害教育においては、軽度・中等度難聴児への

教育的な対応がより重要な課題と位置づけられるようになっている。 

そこで、本研究では、軽度・中等度難聴児の指導や支援の在り方とともに保護者等

への支援について検討するために、先行研究の収集から、聴覚特別支援学校、難聴特

別支援学級及び通級指導教室並びに聴覚障害者情報提供施設等の関係諸機関における

軽度・中等度難聴児（者）の支援状況に関する実地調査や実態調査を実施し、それぞ

れの機関における指導事例等の教育的対応に関する資料収集を行い、「軽度・中等度難

聴児に対する指導と支援の在り方に関する研究」に着手することとした。 
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研究代表者 教育研修・事業部総括研究員 原田 公人 
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